




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































昭和 30～40年代の鮎川浜の街なみ（作成 : 成澤正博）
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写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
1.　風景
旧鯨博物館前、ケンジ墓、御番所公園など鮎川には町並みを一望できる場所がいくつか
ある。これらの場所から鹿井さんは鮎川の風景を何度も撮影している。中にはパノラマ写
真のようにつながるものもあり、60年前の鮎川の様子がよく分かる。
1-1 1-2
1-3 1-4
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東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
1-5 1-6
1-7 1-8
1-9 1-10
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写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
1-11 1-12
1-13 1-14
1-15 1-16
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東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
1-17 1-18
1-19 1-20
1-21 1-22
73
写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
1-23 1-24
1-25 1-26
1-27 1-28
74
東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
1-29 1-30　のり浜
1-31 1-32
1-33
1-34
75
写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
1-35
1-36　黒崎
1-37 1-38
1-39 1-40
76
東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
1-41 1-42
1-43 1-44
1-45　網地島
1-46　網地島
77
写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
1-47　網地島 1-48　網地島
1-49　網地島 1-50　網地島　木村旅館
1-51　網地島から鮎川を望む 1-52　網地島長渡港　久丸
78
東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
1-53　女川港
79
写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
2-1 2-2
2-3 2-4
2-5 2-6
2.　捕鯨
1906（明治 39）年、東洋漁業株式会社が鮎川に初めて捕鯨基地を設立したことがきっ
かけで始まった捕鯨業は、昭和 30年代ピークを迎える。鹿井さんが写真を撮り始めた頃、
鮎川はちょうど捕鯨のピークを迎え、仕事を求めて全国から集まってきたたくさんの人び
とでにぎわっていた。町には独特のクジラのにおいが常に漂っており、いつも身近にはク
ジラがあった。港にはクジラをかかえた捕鯨船が昼夜を問わず入ってきた。そんなクジラ
の町・鮎川ならではの風景・町並みが映し出されている。
80
東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
2-7 2-8
2-9 2-10
2-11
2-12
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写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
2-13
2-14
2-15 2-16
2-17 2-18
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東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
2-19 2-20
2-21 2-22
2-23 2-24
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写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
2-25 2-26
2-27 2-28
2-29 2-30
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東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
2-31 2-32
2-33
2-34
2-35 2-36
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写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
2-37 2-38
2-39 2-40
2-41 2-42
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東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
2-43 2-44
2-45 2-46
2-47 2-48
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写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
2-49 2-50
2-51 2-52
2-53 2-54
88
東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
2-55 2-56
2-57 2-58
2-59 2-60
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写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
2-61 2-62
2-63 2-64
2-65 2-66
90
東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
2-67 2-68
2-69
2-70
2-71 2-72
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写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
3-1 3-2
3-3 3-4
3.　漁業
世界三大漁場である金華山沖を有する鮎川は捕鯨業とともに漁業も盛んであった。大謀
網と呼ばれる大型定置網漁が行われた。一攫千金を夢見て海で働く男の姿が収められてい
る。
92
東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
3-5 3-6 3-7
3-8 3-9 3-10
93
写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
3-11
3-12
3-13 3-14
3-15 3-16
94
東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
3-17 3-18
3-19
3-20
3-21 3-22
95
写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
3-23 3-24
3-25 3-26
3-27
96
東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
4-1 4-2
4-3 4-4
4.　鯨まつり
昭和 28年（1953）、初めて鯨まつりが開催された。消防団が中心になり、町民一同が参
画し、各地区の婦人会のメンバーが工夫を凝らした仮装パレードが行われるようになった。
鮎川の人びとは毎年この日を心待ちにしており、仕事を休み祭りに参加する人もいたとい
う。町の外からも見物客が押し寄せ、当時の好景気を象徴する祭りであった。
97
写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
4-5 4-6
4-7 4-8
4-9 4-10
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東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
4-11
4-12
4-13
4-14
4-15
4-16
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写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
4-17 4-18
4-19 4-20
4-21
4-22
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東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
4-23 4-24
4-25 4-26
4-27 4-28
101
写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
4-29 4-30
4-31 4-32
4-33
4-34
102
東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
4-35 4-36
4-37 4-38
4-39
4-40
103
写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
4-41 4-42
4-43 4-44
4-45 4-46
104
東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
4-47 4-48
4-49 4-50
4-51 4-52
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写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
4-53 4-54
4-55 4-56
4-57
4-58
106
東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
4-59 4-60 4-61
4-62 4-63
4-64
107
写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
4-65 4-66
4-67 4-68
4-69 4-70
108
東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
4-71 4-72
4-73 4-74
4-75 4-76
109
写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
4-77 4-78
4-79 4-80
4-81 4-82
110
東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
4-83 4-84
4-85
4-86
4-87 4-88
111
写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
4-89
4-90 4-91
4-92 4-93 4-94
112
東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
4-95 4-96 4-97
4-98 4-99 4-100
113
写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
4-101 4-102
4-103 4-104
4-105 4-106
114
東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
4-107 4-108
4-109 4-110
4-111 4-112
115
写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
4-113 4-114
4-115 4-116
4-117 4-118
116
東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
4-119
4-120
4-121 4-122
4-123 4-124
117
写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
5-1 5-2
5-3 5-4
5-5
5-6
5.　くらし
当時カメラを持つ人はまだいなかった時代、どこへ行くにもカメラを持つことを忘れな
かった鹿井さん。時には仕事中であっても夢中になって写真を撮り続けた。熱狂する鯨ま
つりとは対照的な鮎川の穏やかな日常風景が映し出されている。
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東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
5-7
5-8
5-9 5-10
5-11 5-12
119
写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
5-13 5-14
5-15 5-16
5-17 5-18
120
東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
5-19 5-20
5-21 5-22
5-23 5-24
121
写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
5-25 5-26
5-27
5-28
5-29 5-30
122
東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
5-31 5-32
5-33 5-34
5-35 5-36
123
写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
5-37 5-38
5-39　山鳥の堤防 5-40　山鳥の堤防
124
東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
6-1
6-2
6-3 6-4
6.　金華山
蛇を使いとする弁財天を祀る金華山・黄金山神社。金華山講が組織され、鮎川の人びと
だけなくて県外からも参拝に訪れる人が絶えなかった。毎年 5月には 1週間かけて初巳大
祭が行われる。鮎川の若者は神輿を担ぎ、地元の捕鯨会社も無料で見物客を金華山へ渡し
た。初巳大祭のにぎやかな雰囲気、金華山の荒々しい自然、対照的な 2つが写真に収めら
れている。
125
写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
6-5
6-6　千畳敷
6-7　千畳敷
6-8　千人沢 6-9　千人沢 6-10　千人沢
126
東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
6-11 6-12
6-13 6-14
6-15 6-16
127
写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
6-17 6-18　仁王埼
6-19 6-20
6-21 6-22　金華山ホテル
128
東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
6-23　金華山ホテル 6-24
6-25 6-26
6-27 6-28
129
写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
6-29 6-30
6-31 6-32
6-33　天柱石
6-34
130
東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
6-35　金華山灯台
6-36
6-37 6-38
6-39 6-40
131
写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
6-41 6-42
6-43
6-44
6-45 6-46
132
東北学院大学論集　歴史と文化　第 60号
6-47 6-48
6-49 6-50
6-51 6-52
133
写真引き　60年前の鮎川浜のすがた
6-53 6-54
6-55 6-56
6-57
は の事業所と煙突、
そして昭和 41年建設
の漁民アパートが写っ
ており、これからコバ
ルトラインが開通し、
鮎川が捕鯨から観光へ
と移り変わる節目の風
景写真です。（成澤）
昭和 35年頃の鮎川の
風景写真ですが、なぜ
か写真から温もりが伝
わり、心に残る風景で
す。（成澤）
港内に日本近海捕鯨のキャッチャー「第 2勝丸」が停泊しており、全体にのどかさが感じられる風景です。（成澤）
コバルトライン開通により一挙に車と観光客が押し寄せました。（成澤）
金山の田んぼや鮎川小学校と鮎川中学校のなつかしい校舎が
写った風景です。（成澤）
現在より緑が多く雄大な金華山。（成澤）
